
オリエンテーリング
世界選手権 2025 報告

2026/2/23

WOC2025 Japan team



世界選手権2025 概要

場所

フィンランド
クオピオ 時差：6時間

期間

2025年7月7日‐12日

種目

フットオリエンテーリング 【フォレスト】

7/8   ミドルディスタンス予選
9   ミドルディスタンス決勝
11 ロングディスタンス決勝
12 リレー



メンバー
伊藤樹

設楽町/三河OLC

小牧弘季

アークコミュニケーションズ

佐藤遼平

入間市OLC

新田見優輝

練馬OLC

山崎葵

筑波大学

樋口佳那

筑波大学大学院

阿部悠

ES関東クラブ

皆川美紀子

みちの会

チームオフィシャル

藤井範久

村越久子

サポートスタッフ

宮本知江子

Special Thanks

Jari Ikaheimonen



世界選手権への準備

フォレスト競技では現地テレインへの理解が重要。

特に北欧の地形は練習時間を確保することが必要と考え、

今回選ばれたメンバーの多くが事前トレーニングキャンプを実施した。

2023年 夏 PreWOC（新田見・山崎）

2024年 夏 FIN5（伊藤・佐藤・樋口・山崎）

クオピオワールドカップ（伊藤・新田見）

2025年 春 フィンランド連盟キャンプ（小牧）

夏 テストレース（伊藤・新田見・小牧・樋口・山崎）

Jamsaキャンプ（伊藤・新田見・樋口・山崎）

直前キャンプ（上記メンバー＋佐藤・阿部・小牧）

過去の世界選手権を含めても愛知世界選手権（2005）に次ぐくらいに

フィンランドのテレインで練習してきたのではないだろうか。



ミドル予選



ミドル決勝



ロング決勝



リレー



ミドルディスタンス 予選（男子）
ヒート１

ヒート
2

ヒート
3

小牧選手が決勝進出



ミドルディスタンス 予選（女子）
ヒート１

ヒート
2

ヒート
3

山崎選手が決勝進出



ミドルディスタンス 決勝



ロングディスタンス 決勝



リレー



総括
■ミドル予選
小牧選手がミドル種目で14位、決勝進出（男子では2005年以来）
男女ともに15位に迫る走りをした選手、レースをまとめた選手が
多かった。
→予選突破は日本チームにとって現実的目標に。

■ミドル・ロング決勝
前回WOC2023の順位（40位代前半）を越えられず。
難しいレースになった選手が多かった。
→ミスを除けば30位台が見える。技術的・体力的負荷は高いが、

メンタリティをキープできればもっと高いパフォーマンスを
発揮できるはず。

■リレー
男子は安定した1・2走と3走の力走で最後の混戦を勝ち抜き、
前回よりも順位を上げることができた。
女子は悔しいレースになった選手が多かったものの、
20位以内を伺う結果に。
→Top20 Countryを目指しましょう！

全体として長期間の準備の成果を発揮できたが、まだまだ上を目指せます



今後に向けて

手始めとして、
今回の事前キャンプにも協力いただいた、
元日本チームコーチのJari Ikahemonen氏が
20年ぶりにコーチに復帰。

10年先を見据えた事業であり、
日本チームの世界への挑戦は
新たなフェーズに入ります。

■新たな強化プログラムが始動

【若者の皆さんへ】
インカレや全日本大会、普段のトレーニングとWOCは地続きです。
一緒に世界を目指しましょう！

【オリエンティアの皆さんへ】
私たちのチャレンジにご賛同いただければ、
ぜひ日本チームへご支援をお願いいたします。



ありがとうございました。

世界選手権では、多くの方からのたくさんの応援をいただきました。
その一つ一つが私たちの力になりました。
本当にありがとうございました。
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